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平 成 １ ３ 年 １ 月 １ 日あ ぜ み ち 通 信
農業会議ミニレター（ 創 刊 号 ） 編集発行：愛知県農業会議

◎ 平成１２年度全国農業委員会会長大会に９５名が参加

12月6日、東京日比谷公会堂にて平成12年度全国農業委員会会長大会が開催さ

れ、本県からは各市町村農業委員会長や事務局長ら95名が出席した。大会では、

「食料・農業・農村基本計画」の着実な推進のための関連施策の充実に関する要

請決議、農業委員会系統組織活動の改革、農業者年金制度改革の早期実現と円滑

な移行対策及び全農新聞・全農図書等情報活動の強化に関する申し合わせ決議を

採択、決定した。

また、昨年度から取り組んでいる「地域農業再生運動」の実践報告・提案とし

て宮城県小牛田町農業委員会長始め3委員会から報告があり地域性を生かした取

り組みに好評を博した。

なお、大会終了後に各県の代表が地元選出国会議員に対して、大会決議に基づ

く要請書を持参し協力を要請した。

◎ 中山間地帯新規参入農業者交流会を開催

本会は、11月26日（日）作手村開発センターにおいて、新規参入農業者交流会

を県農業振興基金、ＪＡ愛知中央会、関係町村、農業改良普及センターの協力の

もとに開催した。交流会には中山間地域に就農した人や受け入れ側の関係者など

50名が参加。地域農業の担い手となりつつある経営者、新規参入を希望する若者

等による分科会などで広範な意見交換が図られた。

午後は、県農総試・山間農業研究所の林悟朗所長による「これからの農業・こ

れからの経営者」と題する講演もあり、有意義な催しとなった。

◎ 常任会議員会議（１２月）の審議状況について

12月11日（月）常任会議員会議が開催され、農地法第4条、第5条に基づく諮問

案件345件、農振法第15条の15第1項に基づく諮問案件1件を審議した。

また、当面する農政問題として(1)全国農業委員会会長大会決議に基づく要請

書 (2)平成13年度コメの作付面積に関するガイドライン及び生産調整目標面積

並びに平成13年度対策の推進方針について (3)中央省庁改革関連について説明

した。
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◎ 愛知県水田農業推進会議が開催され、生産調整目標面積等の配分を決定

11月24日（金）県農林会館において河内副知事、野村農協中央会長、 川農業

会議会長等出席のもとに愛知県水田農業推進会議が開催され、水田農業振興基本

方針を決定し、平成13年度の市町村別コメの作付面積に関するガイドラインの配

分及び生産調整目標面積の配分方針並びに平成13年度対策の推進方針などを審議

し、決定した。

◎ 愛知アグリマネージメントスクール・基礎コース（複式農業簿記講習会）好評の

うちに修了

農業経営でも複式簿記の記帳が必要な時代になったことから、本会では10月か

ら県下3会場で複式農業簿記講習会を開催してきた。3ヶ月の間延べ6日間の講習

で、若い農業者や女性の参加が目立った。3会場ともさる12月に修了し、35名の

受講者に事務局長から修了証が手渡され、これを機に今後は実践場面で活用し経

営発展を図られるよう期待する旨のことばが贈られた。

◎ 農業感謝祭・農林畜産物品評会で総理大臣特別賞に美浜町の畠秀男さん、農業

会議会長賞は立田村の鷲尾良雄さんが受賞

愛知中央会主催の農業感謝祭・第50回農林畜水産物品評会が12月13日～15JA

日熱田神宮で開催された。今年は50回目の記念品評会となり、出品点数も2,901

点に達し、記念の総理大臣特別賞も交付され盛大な感謝祭となった。

◎ 禰宜田育男氏（碧南市）に構造改善局長賞

全国経営基盤強化促進委員会が行う平成12年度の優良認定農業者表彰におい

て、碧南市の禰宜田育男氏が構造改善局長賞に選賞され、12月14日農林水産省講

堂で行われた全国経営政策推進研究大会で表彰された。施設トマト主体の経営を

する禰宜田さんは、碧南市認定農家協議会の設立に尽力され、初代会長に就任、

認定農業者相互の交流・研さんに努めるなど担い手育成に努めた功績が高く評価

されました。

◎ 「山びこの丘 （鳳来町）でそば打ち体験」

愛知県農業農村活性化推進会議（事務局：農業会議）は11月29日、名古屋市消

費者グループ（会長佐々木千代子さん）の協力のもとに農村活性化施設を活用し

た都市と農村の交流会を開催した。交流会は、名古屋市内の消費者学校の会員40

名が参加し、鳳来町の山びこの丘でそば打ち体験をし、農業に対する理解を深め

て貰った。
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また、音羽町にあるＪＡひまわりのグリーンセンターに立ち寄り、産直の実態

に関しても理解を深め大変好評であった。

◎ 結婚相談員さん静岡市及び清水市農業委員会の相談員さんと意見交換

11月20・21日の両日、愛知県農家花嫁花婿対策連絡協議会は結婚相談員の先進

地視察として、静岡市及び清水市の農業委員会を訪ねそれぞれ意見交換会を開催

した。参加したのは、県下の農村青年の相談活動に携わる相談員等３７名で、静

岡市、清水市とも農業委員会長を始め多数の相談員さんが出席頂き、活発な意見

交換が図られて有意義な催しとなった。

◎ 愛知万博・食と農のワーキンググループの活動について

ＢＩＥに登録、認定され開催が本決まりとなった愛知万博の「食と農」のワー

キンググループが12月5日開催され、本会からも松平次長が参画、環境万博の成

功に向け農業サイドから積極的な発言をした。

◎ 愛知・静岡・長野の農業法人協会合同研修を開催

愛知・静岡・長野三県の農業法人協会は12月7日と8日、浜松市で合同研修会を

開き、本県から皿井会長始めＪＡ中央会及び農業会議担当者など18名が出席し、

中小企業の経営事例や農業におけるＩＴ事情などが紹介され、法人経営のあり方

について意見交換した。

◎ 都市農政担当者会議が開催され、納税猶予制度の運用実態を協議

11月15～16日の両日全国農業委員会都市農政対策協議会の主催により東京都町

田市において、都市農政担当者会議が開催され、市街化区域内の納税猶予農地の

管理状況と制度の運用について意見交換を行い、農業委員会による適正管理指導

を確認しあった。

◎ 全国農業新聞の購読者、わずかに増加

農業委員会系統組織の情報紙である全国農業新聞の購読者は、近年減少が続い

ていたが本年の普及強化月間には農業委員さん方の格別の普及推進により、減少

傾向に歯止めを掛け、購読者が僅かではあるが増えました。皆様のご尽力に感謝

申し上げます。
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◎ 都道府県農業会議農政諮問主任者会議

12月7日、都内の蚕糸会館で開催され、本県から杉本農政課長が出席、本年度

の第二次答申に基づく具体的な活動展開と今後の農政諮問のあり方等について協

議した。

◎ 平成１３年度予算対策実行委員会の活動について

平成13年度の予算編成で12月20日の大蔵省原案の内示を受け、21・22日の両日

都内の蚕糸会館に都道府県農業会議の代表者が集まり、対応を協議し、農業委員

会関係予算の確保に向けて各県選出国会議員に対する要請活動を実施した。

◎ 農業者年金制度対策作業部会の状況について

国においては、新制度の発足に向けた法律改正は、次期通常国会への提案を目

途に作業が進められているが、農業委員会系統組織においても12月8日都道府県

農業会議の年金担当者の代表で構成する農業者年金制度対策作業部会が開催さ

れ、新制度への円滑な移行を目指して意見交換が図られた。

その中で、改正法案に関連して1月中には移行措置単価、新制度施行後の現行

加入者の単価などが関係者の目に触れることになる見込みであることが明らかに

なったほか、今後の議論や交渉の材料とするため、新制度への移行に伴う加入者

の政策支援要件該当状況調査を全都道府県で実施することになった。

◎ 高齢化、耕作放棄が進む・・・・２０００年世界農林業センサス結果

さきに農水省が公表した2000年世界農林業センサスの結果によると農家数、販

売農家数ともに5年前の前回調査に比べ10％近く減少している。全国の総農家数

は312万戸（前回比9.4％減 、販売農家数は234万戸（同11.9％減 、本県の総農） ）

家数は98,591戸（前回比7.1％減 、販売農家数は65,065戸（同10.6％減）とな）

っている。

農家率は全国が6.6％（前回7.8％ 、本県が3.9％（同4.5％ 、就業人口割合） ）

（販売農家）も全国が6.0％（前回6.4％ 、本県が3.2％（同3.5 ）となり、産） %

業経済の中で占める地位はさらに低下している。

耕作放棄地は全国が21万㌶で前回に比べ4万8千㌶の増加（29.8％増 、本県で）

は4,976㌶で前回に比べ810㌶の増加（19.4％増）し、全国的に依然増加傾向が続

いている。

また、全国の農家人口のうち、65歳以上の高齢者の占める割合は28.6％で、前

回（24.7％）より3.9ポイント上昇した。本県では25.6％で、前回（22.3％）よ

り3.3ポイント上昇し農家の高齢化が一層進んでいることを裏付けた。
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◎ 組織制度問題検討会、作業部会合同会議が開催される。

12月15日、東京都内の蚕糸会館において、農業委員会系統組織の改革を検討す

る検討会議と同作業部会の合同会議が開催され、食料・農業・農村基本計画を実

現するための農業委員会系統組織活動の改革に関して協議した。内容としては、

(1)組織検討の進め方と今後の対策について (2)農業法人協会の支部設置につい

て (3)農政確立に向けた組織力の結集についてなどあった。

◎ 稲作経営者会議役員会、１０周年を総括

愛知県稲作経営者会議（会長：八木賢治氏）は、12月22日役員会を開き、今後

の行事計画など当面する活動内容について検討したが、本年度開催した10周年記

念大会の成果に触れ、関係方面に稲作経営者会議の活動を知って貰いその実績が

評価され、存在感をアピールすることが出来たと総括した。

◎ 農業委員会と認定農業者の意見交換会を開催しよう

さきの全国農業委員会会長大会の申し合わせ決議に基づき、農業委員会系統組

織活動の改革に資するため、農業委員と認定農業者等担い手との意見交換会を全

国的に開催し、認定農業者の意見や要望の集約を図り、農政への反映に努めるこ

ととなった。

このため、本県では1月10日（水）に市町村農業委員会事務局長等の出席のも

とに打合会を開催し効果的な実施に向け説明、協議することになっている。

◎ 愛知アグリマネージメントスクール・応用コースを開講します。

本会では平成12年分の確定申告を前に、相続税・贈与税のあらまし、農家の所

得申告に向けた注意事項ついて学ぶ「応用コース」を県下3会場で開催します。

講師は藤山会計事務所の税理士、藤山和子先生で、尾張地域は1月16日と24日、

、 。西三河地域は1月17日と23日 東三河地域は1月18日と22日にそれぞれ開催します

多数の方々の聴講をお待ちしています。詳細は本会業務課・竹内まで（電話：05

29622841)- -
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◎ 全農図書、新刊案内

◎ 愛花協だより（知事お祝いメッセージ、会長色紙贈呈）

犬山市 長谷川佳伸さん・光 恵さん（12月 2日挙式）

田原町 渡 辺 康 克さん・麻里子さん（12月 2日挙式）

稲沢市 平 松 正 彦さん・和 美さん（12月 9日挙式）

稲武町 安 藤 治 美さん・佐 枝さん（12月12日挙式）

西尾市 都 築 良 弘さん・美 子さん（12月24日挙式）

ご結婚おめでとうございます。一層のご活躍とご多幸を祈ります。

◎ 今後の主な行事予定

1月 6日（土） 漬物振興祭：熱田神宮会館（愛知県漬物協会主催）

1月10日（水） 農業委員会と認定農業者の意見交換会開催等の打合会

：西三河総合庁舎

1月16日（火） 常任会議員会議：白壁庁舎

1月18日（木） 東海ブロック農業会議事務局長会議：浜松市

1月19日（金） 農業所得標準開示打合会：名古屋国税局

1月19日（金） 納税猶予に関する打合会：名古屋国税局

1月26日（金） 経営改善支援センター・インターネット講習会：名古屋市

1月30日（火） 都道府県農業会議事務局長会議：東京都

1月31日（水） 輝きネットあいち・研究発表大会：ウィルあいち

2月 2日（金） 経営改善支援センター・インターネット講習会：名古屋市

2月 5日（月） 地域農政総合推進事業担当者会議：西三河総合庁舎

￥２，５０農家の所得税・・・一問一答 小田 満 著

０

農業経営を通じて出会うと予想される疑問について国税庁担当課長補佐が

￥４農業者年金はこう変わります

０

さきに決定した改正内容を分かりやすく解説したリーフレットです。

￥１，３００農地等相続税・贈与税納税猶予制度の手引き

相続税と贈与税の猶予制度の概要、特例の摘要条件、証明、通知事務の

留意事項などを解説したもの、農業委員、事務局担当者必読


